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感動の修学旅行が終わる

６月２２日～２４日奈良・京都の２泊３日の修学旅行に行ってきました。生徒達は古
都の文化に触れ、仲間との絆を強め、ひとまわり成長することができました。この修学
旅行の中ではたくさんの感動がありました。班行動の中で、お互いに助けあう姿、仲間
と談笑する姿・そして予期せぬトラブルに遭遇したときに、冷静に判断し行動する姿、
学年合唱の「誓い」の大合唱、たくさんの３年生のすばらしい姿が想い出に残ります。
この修学旅行は４月から実行委員を中心に準備を進めてきました。スローガンは「自

分たちの手で創り上げよう ～考動・絆・自立～」です。この目標達成のため、各班・
各クラス団結をし、常に仲間に気遣い、思いやりあふれる行動をとることができたこと
がすばらしいと思います。個々の人としての成長を感じることができました。
３年生は自分たちで課題を見つけ、話し合い、解決していく力・自治の力がついてい

ます。苦労して創り上げた分、喜びと楽しさと感動はひとしおだったと思います。これ
からも３年生は東部中学校のトップリーダーとして、また３年間の集大成としての卒業
に向け、毎日の生活・学習・行事に全力で取り組み、後輩にあるべき姿を示してほしい
と願っています。

修学旅行担当 花田教諭より

『自分たちの手で創り上げよう ～考動・絆・自立～』の学年目標のもと、実行委員
を中心に２年の３学期から準備を進め、日本のルーツである奈良・京都の文化に触れる
ことができました。電車が止まってしまうトラブル等もありました
が、子どもたちは今までの学校生活で培ってきた力を発揮し、予定
外の動きにも班長を中心に動いていた姿は大変に立派でした。また、
今回のメインである檀王法林寺集会は、子どもたちの思いが伝わっ
てくる感動的なものでした。修学旅行を通して学年・学級の絆は一
段と深まり、「自分たちの手で創り上げる修学旅行」は十分にできた
と感じています。今回育んだ力が、卒業に向けて学年の大きな力に
なると確信しています。

椎 の 木
修学旅行実行委員長 今福 帆波さん

今回の修学旅行に向けて『自分たちの手で創り上げよう ～考動・絆・自立～』とい
う目標を掲げ、学年全員で約３ヶ月間、最高の修学旅行にするために意識を高めてきま
した。１日目、２日目にはどちらもトラブルやハプニングが起きてしまい、行動予定と
は大きく変更もありましたが、その中でも時間を守り、リーダーが率先してクラスをま
とめ、冷静に対処することができ、今まで培ってきた“考動力”を発揮させられたと思
います。檀王法林寺では全員が全力を出し切り、学級・学年の決意を固め、自立に向け
て、新たな一歩を踏み出すことができました。修学旅行で伸ばすことができたたくさん
の力をこれからの学校生活にも活かし、何事にも全力で取り組む一生懸命な３年生の姿
を２学期にある行事でも見せられるようにしていきたいです。

修学旅行副実行委員長 勝部 秀哉さん

修学旅行を振り返ってみて、学年の協調性、対応力が試された修学旅行になったと思
います。檀王法林寺集会での各クラスの心のこもった呼びかけ、全力の歌声は、これか
らの強い決意を感じられるものでした。そして、１日目の電車トラブル、集会後の予定
の変更等大変ではありましたが、学年の力を試す良い機会になったのかなと思いました。
僕は副実行委員長という立場に就かせてもらいましたが、色々と自分のやれる仕事があ
ったり、実行委員長のサポートなど、まだまだ未熟さを痛感させられましたが、自分に
とって貴重な経験になりました。そして、忘れてはならないのが、先生方や身の回りの
方々への感謝です。「自分たちの手で創り上げる」というスローガンを達成できたのは
支えてくれた人がいたからです。自分たちのために尽力して下さった方々への感謝を大
事にしたいです。
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